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VSOP観測は昨年末までの試験期間を経て現在、約３０パーセントの観測時間が、共同利用観測とは別に、定
常的にサーベイ・プログラムにあてられている。サーベイ観測は地上望遠鏡が日本を始めオーストラリア、南ア
フリカ、中国、ヨーロッパ、アメリカなど広い範囲から計４局ほど参加し、AGN一天体につき「はるか」一軌道
分の５ＧＨｚ連続波観測を次々に行っていく形で行われる。サーベイの主要ターゲットは５ＧＨｚにおいてもっ
とも明るい３７０個のコンパクト連続波源である。このAGNサーベイの主な目的は、　　　　
　１）もっとも明るいコンパクト電波源について、地上での多波長の観測とあわせ、その統計的性質を決定す
ること、
　２）未来のより高分解能、高感度の観測のための天体リストを提供すること、
などである。はるかー地上局がつくる基線により我々がこれまで未知だった基線長による情報（フラックス密度、
コアサイズ、輝度温度など）がえられる。また平行してATCA, VLAによる多波長フラックスモニター、15GHz
における VLBAのイメージ観測もおこなわれ、各天体の時間変動や、はるか観測と比べることで同じ分解能で
見たスペクトル指数などがわかる。これまでに６０以上のサーベイ観測が済み、また一般共同利用観測のいくつ
かからもそれぞれ地上局４局程度分のデータがサーベイ・データとして提供され、データ処理、アーカイブの体
制も整備されつつある。講演ではこれらの初期成果、今後の展望について議論する。


